






別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
3,965,500

交付金事業に要し
た経費

3,965,500 3,965,5001

公共用施設
に係る整
備、維持補
修又は維持
運営等措置

御立岬温泉センター調理室空調
設備等取替修繕工事

芦北町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

御立岬温泉センター調理室空調設備等取替修繕工事

施設取替修繕工事については、地域内や地域間交流を進めるうえで重要な要素となることから、芦北
町の観光振興促進に向けた取り組みを進めていきます。また、老朽化した空調室空調機及びろ過タン
クろ材の維持・交換を優先させ、計画的かつ安全に推進していく必要があります。施設については、
当該交付金を活用し、設備の取替修繕工事を計画的に実施していきます。

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

毎年度、町が交付金事業の実施を判断しているため事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 芦北町大字田浦町

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

芦北町総合計画（平成27年度～令和6年度）　第１節地域活力と雇用を生み出す産業づくり
３．地域が連携した魅力あふれる観光の振興（１）観光の振興②通年型・滞在型観光の推進
既存の観光施設等の適正な維持管理に努め、健全な施設運営のための支援を行い、利用者の憩いの場
と交流場所の提供を図ります。
目標：地域住民及び観光者が安全かつ快適に利用できるようになった施設
　　　現状50％→目標100％（令和２年度）

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 芦北町



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

芦北町商工観光課

芦北町商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

取替修繕工事 指名競争入札 ㈱山崎土木 731,500

1
達成度

3,965,500

0

3,965,500

成果目標 成果指標

令和２年度

達成度

%

%

%

取替修繕工事
を行った施設
の割合（％）

100.0%

100.0%

100.0%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
式
式
%

令和２年度

100.0%
取替修繕工事を行った施設

成果実績

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事業完了後に評価することが可能

施設修繕を行ったことで、地域住民及び観光者が安全かつ快適に利用できるようになった

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

地域住民及び
観光者が安全
かつ快適に利
用できるよう
になった施設
１００％

目標値

取替修繕工事 指名競争入札 渕上電化綜合㈱ 3,234,000

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

令和２年度 備　考

3,965,500

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

1



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名

総事業費
4,909,570円

交付金事業に要し
た経費

4,400,000 4,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

市道的石車帰線道路舗装工事 阿蘇市



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業実施場所 阿蘇市車帰

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次阿蘇市総合計画（平成29年度～平成36年度）
第3章第3節　政策5「安全」　快適な社会資本の整備及び良質な景観形成によるまちづくり
実施施策14　安心・安全な道路環境整備と住宅等耐震化の推進
・道路施設等の整備
　成果指標：道路改良延長
　基準値：425km（平成28年度）
　前期目標：426.9km（平成32年度）
　最終目標：428.6km（平成36年度）

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 阿蘇市

平成22年度 事業終了（予定）年度 令和3年度事業開始年度

完成までに12年間を要するため。事業期間の設定理由

市道的石車帰線（事業期間：平成22年度～）
　本市道は、沿線に公民館がある等、地域住民にとって生活に欠かせない重要な道路です。しかし、
舗装の老朽化による凹凸等で通行に支障をきたしています。このため、舗装工事を行い、路面状態を
良好にすることで、安心安全な通行を確保し、地域住民の日常の通行や緊急時の通行が安心・安全に
行えるよう整備を行うものです。

施工延長L=89.3ｍ　表層工A=306.3ｍ2　上層路盤工A=306.3ｍ2　下層路盤工A=306.3ｍ2
　　　　　　　　　路床工A=306.3ｍ2　路肩排水工N=3箇所

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道的石車帰線道路舗装工事



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

阿蘇市土木部建設課

阿蘇市土木部建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路整備 指名競争入札
株式会社村本建設工業

（熊本県阿蘇市）
4,909,570

4,400,000

達成度

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

目標値

達成度

ｍ

%

令和２年度

成果実績

H22～R2年度総事業費
52,198,685

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

平成30年度 令和元年度

ｍ

972

4,909,570

道路幅員が拡
幅された実延

長(m)

評価年度

912 972 1061
912

4,711,561

交付金充当額

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
ｍ
ｍ
%

令和4年度

100.0% 100.0% 100.0%
道路改良延長

1,142

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事業完了までに複数年度を要することから、完成予定年度の翌年度に設定しました。

整備が完了した区間は、舗装が改良されたことにより、利用者の安心・安全な通行に寄与していま
す。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

道路改良によ
り、道路幅員
が拡幅された

実延長
1,142m

1061

平成30年度 令和元年度 令和2年度 備　考

4,782,601



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

大滝自然森林公園遊歩道修繕
工事

五木村
総事業費
7,095,000

交付金事業に要し
た経費

5,504,000 5,504,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

大滝自然森林公園遊歩道修繕工事

　大滝公園は、本村の上小鶴地区に建設されて自然に形成された滝を見ることができる観光ポイント
として整備・保全されてきた。
現在では、フットパスのコースのひとつとして認定されており、登山やウォーキングを趣味とした観
光客を中心に多くの方に訪れていただいている。
本村としても現在の「歩く」という趣味が世界的に増加傾向の世情を考えても、この大滝公園を代表
的な観光ポイントのひとつとして売り出していきたいが、近年コース内の遊歩道や手摺の経年劣化が
目立ち、安全面が確保できていない施設を全面的にＰＲすることができない状況である。
今年度に修繕を終わらせて来年度からフットパスに関して大きくＰＲすることで本村への観光客数増
加の起爆剤となると考えられ、以上のことから早急な修繕工事が必要と考えている。

令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 熊本県球磨郡五木村乙字上小鶴

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
ふるさと五木村づくり計画（令和2年度～令和2年度）
　１　ソフト事業
　（１）観光・物産振興
　　　①観光振興
　　　　・観光資源を活用した観光・交流の促進
【目標】
・令和３年の観光客数を前年比103％とする。

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 五木村



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

五木村ふるさと振興課

五木村ふるさと振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
大滝自然森林公園遊歩道修繕工事 指名入札 有限会社　丸一産業 7,095,000

1
1

達成度

5,504,000

5,504,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和2年度

達成度

人

人

%

観光客数 集計期間中

0.0%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
式
式
%

令和３年度

100.0%
大滝公園内遊歩道の修繕

成果実績

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事業完了後に評価することが可能

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

観光客数の増
加(R3)

令和2年度 備　考

7,095,000

目標値



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名

総事業費
4,664,000

交付金事業に要し
た経費

4,400,000 4,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

ふれあい公園フェンス設置工
事

大津町



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業実施場所 大津町大字外牧地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第６次大津町振興総合計画（平成３０年度～平成３７年度）
○基本計画 2．福祉・保健　笑顔でつなぐ元気で健やかなまち
　４．健康・医療の充実　～町民の健康づくりと地域医療との連携拡充～
→ふれあい公園での各種イベントやサイクリングロードの休憩地点となるように整備していき、町内
外を巻き込んだ計画を立てることで、町民自身が積極的に予防活動や健康づくりに取り組めるように
する。

○基本計画 ６．復旧・復興　住民生活の再建・再生と災害に強いまち
　３．命を守る・災害に強いまちづくり　～命を守る・災害に強いまちづくり～
　→各地域の防災拠点を、それぞれの地域に応じた機能を整備することで、地域の避難・応急対策活
動を支援していく。

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大津町

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

事業期間の設定理由

大津町ふれあい公園の白川沿いに転落防止のフェンスを１６６ｍ設置した。

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

ふれあい公園フェンス設置工事



交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
事業終了翌年度の実績にて評価するため

転落防止フェンスを設置することで、白川への転落事故を０とすることを指標とする。
転落防止フェンスを設置したことにより、転落事故を防ぐことができた。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

転落事故
防止

令和２年度 年度 年度 備　考

4,664,000

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
ｍ
ｍ
%

令和４年度

100.0%
フェンス設置延長

0

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和2年度 年度

件
転落事故
件数

評価年度

166
166

達成度

4,400,000

4,400,000

目標値

達成度

件

%

成果実績

年度

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

大津町農政課

大津町農政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

ふれあい公園フェンス
設置工事

指名競争入札 恵建設株式会社 4,664,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
9,740,500

交付金事業に要し
た経費

6,341,000 6,341,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

下城滝展望デッキ整備工事 小国町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

下城滝展望デッキ整備工事

 小国町には、鍋ヶ滝という滝があり、裏側から見ることができる全国でも珍しい滝として人気を集
め、近年では年間約２０万人以上の観光客が訪れる観光スポットとなっている。
 また、別な場所には国の天然記念物に指定されている大銀杏の木があり、紅葉の時期には夜間のラ
イトアップが全国ニュースに取り上げられるような名所となっている。隣接して落差４０ｍの断崖絶
壁を豪快に流れ落ちる下城滝があるが、見学するポイントが無いため、気づかずに帰る観光客も多
い。今回観光スポットとして展望デッキを整備し観光入込客の増加を図るほか、観光客を鍋ヶ滝と下
城滝に回遊させることで町内の観光産業の振興に寄与することが期待される。
展望デッキ設置　1基　Ｌ＝６．０ｍ　Ｗ＝３．０ｍ　Ｈ＝１．１ｍ

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

第2期小国町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画期間事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 熊本県阿蘇郡小国町大字下城地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：第2期小国町まち・ひと・しごと創生総合戦略(令和2年度～
令和6年度)
　基本目標Ⅲ　観光・交流による地域経済の浮揚
　　テーマ　滞在型・体験型の観光地づくり・小国暮らしの支援
　　　１．新たな観光資源の発掘と内容の充実
目標：
　　滝関連の年間入込客数
　　基準値　　　20万人/年（平成29年度)
　　最終目標 　22万人/年(令和6年度)

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 小国町



交付金事業の担当課室
交付金事業の評価課室

小国町情報課
小国町情報課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
展望デッキ設置 随意契約（技術提案） 株式会社アクシーズ 9,740,500

達成度

6,341,000

6,341,000

目標値

達成度

人/年

％

年度

成果実績

0.0%

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和2年度 年度

人/年
基準値(20万
人/年）×
1.10％

評価年度

1
1

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
基
基
％

令和７年度

100.0%
展望デッキ整備

220,000

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
第2期小国町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画期間終了後

成果指標：滝関連の年間入込客数（人）　評価年度：令和７年度（2024年）

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

滝関連の年間
入込客数の増

加

令和２年度 年度 年度 備　考

9,740,500



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
5,445,000

交付金事業に要し
た経費

4,400,000 4,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

菊池市立図書館用視聴覚資料
整備事業

菊池市

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

菊池市立図書館用視聴覚資料整備事業

生涯学習に関する情報や資料、教材を提供し、市民の「学びたい」という意欲を掻き立てるきっかけ
とするため、菊池市中央図書館に視聴覚資料を整備する。

平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和3年度事業開始年度

第２次菊池市総合計画後期基本計画による整備完了予定が令和3年度であるため。事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 菊池市中央図書館（菊池市隈府）

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次菊池市総合計画　後期基本計画
　第2節　学び合いと地域が育む人づくり
　　施策6　生涯学習の推進
　　・生涯学習機会の提供と多様な活動の支援を推進することで、市民の生涯を通じた充実した暮ら
しを支援する。
目標：図書館の貸出冊数　令和元年度  302,852冊　→　令和3年度　480,000冊

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 菊池市



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

菊池市役所　政策企画部　企画振興課

菊池市役所　教育委員会　生涯学習センター　中央図書館

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
物品購入 指名競争入札 菊池市図書納入協同組合 5,445,000

達成度

4,400,000

4,400,000

目標値

達成度

冊

%

年度

成果実績

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和２年度 年度

冊

貸出冊数

評価年度

370
370

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
冊
冊
%

令和４年度

100.0%
視聴覚資料数

480,000

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
第２次菊池市総合計画後期基本計画に基づく

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

貸出冊数
令和3年度
480,000冊

令和２年度 年度 年度 備　考

5,445,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名

総事業費
4,785,000

交付金事業に要し
た経費

4,400,000 4,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

消防用小型動力ポンプ積載車
等整備事業

球磨村



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業実施場所 熊本県球磨郡球磨村大字三ケ浦丙

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関する主要政策・施策：球磨村地域防災計画
目標：消防団による積載車を使用した消防・防災の啓発活動回数の増加
　　　１ヶ月に１回→１ヶ月に２回

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 球磨村

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

毎年度、村が交付金事業の実施を判断しているため事業期間の設定理由

広大な敷地を有する村の地形と小型動力ポンプの老朽化・機能低下等の現状に鑑み、球磨村地域防災
計画に基づいて消防力の充実強化を図っています。全分団に配備されている消防用小型動力ポンプ積
載車のうち、経年劣化により災害発生時の素早い対応が危惧される小型ポンプ積載車1台について更
新を行います。
消防用小型動力ポンプ積載車（660ccデッキバン型、5MT 4WD、小型動力ポンプB-3級）　１台

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

消防用小型動力ポンプ積載車等整備事業



交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事態改善を図るため、事業実施翌年度中に評価を実施。

消防用小型動力ポンプ積載車の導入により、道路状況により消防・防災啓発活動が困難な地域への啓
発が可能となり、啓発活動回数も１ヶ月に１回から１ヶ月に２回に増えた。また、消防団員の安全な
活動の確保及び地域住民の安心安全な環境づくりに繋がった。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

消防団による
積載車を使用
した消防・防
災の啓発活動

の増加

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 備　考

4,664,810 4,708,000

目標値

1交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
台
台
%

令和３年度

100.0% 100.0% 100.0%
劣化車両の更新台数

成果実績

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和２年度令和元年度

達成度

回

回

%

1

4,785,000

活動回数／月

2

2

100.0%

評価年度

1
1

達成度

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

平成３０年度
1
1

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

球磨村役場総務課

球磨村役場総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防用小型動力ポンプ積載車

１台の整備 指名競争入札 熊本いちはら工業㈱ 4,785,000

4,400,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
22,188,848

交付金事業に要し
た経費

5,200,000 5,200,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

カントリーパークテニスコー
ト人工芝張替工事

美里町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

カントリーパークテニスコート人工芝張替工事

既存カントリーパークテニスコートの劣化した人工芝の張替工事
社会体育施設の機能充実に伴う改修
＜工事概要＞
・人工芝舗装A=1,930.0m2

上記整備工事を、令和２年７月～令和２年１２月にかけて本交付金を活用し実施しました。

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 熊本県下益城郡美里町中郡地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策】
美里町第２次新興計画（平成28年度～令和２年度）
本町では、生活習慣病対策や低年齢層の体力向上など、健康づくりのための運動への関心、重要度が高まっており、
スポーツ・レクリエーション活動は健康・体力づくりや町民の交流の場として重要な役割を果たしています。
カントリーテニスコートは、本町の健康づくりやスポーツ活動へのニーズの多様化に対応するため、ライフステージ
に応じた健康づくり、スポーツ活動の充実を図っています。
【目標】
カントリーパークテニスコート年間利用者数
　現況値　13,771人/年（令和元年度）
　目標値　15,000人/年（令和４年度）

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 美里町



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

美里町企画情報課政策企画係

美里町企画情報課政策企画係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
カントリーパークテニスコートの人工芝張替工事 指名競争入札 株式会社スポーツテクノ和広九州支店

（久留米市） 22,188,848

1
1

達成度

5,200,000

0

5,200,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和２年度

達成度

人

人

%

カントリー
パークテニス
コート年間利

用者数

9,111

15,000

60.7%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
箇所
箇所
%

令和２年度

100.0%

テニスコートの人工芝張替
工事

成果実績

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

美里町第２次振興計画の基本計画の事業評価と併せて実施

令和２年度は新型コロナウイルスの影響での外出自粛や大会の中止等もあり、目標達成には至らなかった。
令和３年度も引き続きテニスコートの改修を行い、住民の健康増進の場を充実させることによって、利用者の増加を
図る。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

利用者数
15,000人/年

令和２年度 備　考

22,188,848

目標値



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
6,160,000

交付金事業に要し
た経費

5,567,000 5,567,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

村道湯山江代線防護柵設置工
事

水上村

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

村道湯山江代線防護柵設置工事

第５次水上村総合計画に基づき、集落間の通行と産業の振興を図るために、村内生活道路の整備を進
めるとともに、自然環境に配慮した道路整備に努めています。村道湯山江代線は湯山地区と江代地区
をつなぐ道路であり、ダム湖に面していることから、ダム側への転落等を防止するための防護柵が設
置されています。しかし、経年劣化により滑落している箇所や、未整備の箇所があることから、今回
防護柵の改修、新設工事を行います。
防護柵撤去 L＝28.0m　防護柵設置 L＝292.0m

平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

完成まで３年間を要するため事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 水上村大字江代地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

水上村総合計画（平成２７年度～令和６年度） 第６章　高度情報化社会に応じた環境整備（道路・
情報網の整備）
第１節　道路交通体系の整備１道路 ３道路環境の向上 （１）道路の拡幅・舗装・交通安全施設の設
置を進め、安全な道路整備を行います。
目標：当該道路の安全に通行できる道路の割合
現状94％（平成30年度）中間目標98％（令和元年度）最終目標100％（令和2年度）

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 水上村



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

建設課

建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
防護柵設置 指名競争入札 株式会社　武田建設 6,160,000

5,567,000

94 98 100
94

達成度

5,567,000

5,770,000

5,770,000

5,734,000

5,734,000

令和2年度

H30～R2年度総事業費
20,079,500

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

平成30年度 令和元年度

達成度

%

%

%

98

6,160,000

当該道路の実
延長と設置済
防護柵の実延

長の割合

100

100

100.0%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
%
%
%

令和３年度

100.0% 100.0% 100.0%

道路実延長に対する防護柵の実延長の
割合

平成30年度94％
令和2年度100％

成果実績

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

令和２年度事業完了予定のため、事業完了の次年度評価を行います

９４％（平成３０年度実績）　９８％（令和元年度実績）１００％（令和２年度目標）

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

当該道路の安
全に通行でき
る道路の割合

100％

100

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 備　考

7,099,500 6,820,000

目標値



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名

総事業費
7,733,000

交付金事業に要し
た経費

7,267,000 7,267,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

農業用用排水施設改修工事 南阿蘇村



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業実施場所 南阿蘇村大字立野

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次南阿蘇村総合計画　改訂版　前期基本計画　2017-2020
　第3部：基本計画　第1章
　　政策の柱Ⅱ.活力　政策1:地域特性を生かした農林業の振興
                          施策３:農地の維持管理・運営
　　・地域の人々の暮らしにも関わる農道や農業用排水施設の整備、耕作放棄地の除草作業や水路の
清掃
       などは、地域全体で取り組む体制を構築し、農業生産基盤の整備を図ります。
【目標】
遊休農地面積　現状　60.3ha(H28.3月)
　　　　　　　目標　29.5ha(R2)

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南阿蘇村

平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

第2次南阿蘇村総合計画前期基本計画の終期まで事業期間の設定理由

立野用水は本村立野地区農地の用水施設として、また、集落を山間部からの流水から守る基幹水路と
して古くから利用されていますが、自然水路形態の未整備区間も多く、年月の経過で侵食や崩壊が進
み、用排水路としての機能が十分果たせていない状況です。そのため、平成6年度から計画的に改良
工事を実施しており、本年度もL型水路を敷設する改修事業に交付金を充当します。なお、平成28年
の熊本地震にて大きな被害を受けており、国、県の復興計画と併せて事業を実施します。
　令和２年度においては、梅雨時期や台風時の大雨での下流域への被害を防ぐための排水施設（排水
ゲート）の設置による安全な水路維持管理の向上及び流末排水口（自然水路）の改良を行い、周辺施
設への災害予防を図ります。
（事業量）　ピンラック式スライドゲート1基、管理用道路設置　４８ｍ

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

農業用用排水施設改修工事



うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位

活動実績

活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
第2次南阿蘇村総合計画前期基本計画で令和2年度までの目標を定めているため

　立野用水については、平成６年度から計画的に改良工事を実施しており、水路本体については熊本
地震後の試験通水ができるようになった。次年度以降は令和３年度は、梅雨時期や台風時の大雨によ
る下流域への被害を防ぐために、重要な分水地点を嵩上げし強度を上げるためにコンクリート擁壁設
置を行い、緊急時に迅速かつ安全に水量調整が出来るようスライドゲートを設置し、地域防災と安全
な水路管理を図る。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

遊休農地
面積　29.5ha

48.0

平成30年度 令和元年度 令和２年度 備　考

22,766,400

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標

m

m

%

令和３年度

100% 100% 100%

農業用用排水路
改修距離

29.5ha

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

平成30年度 令和元年度

ha

17.0

7,733,000

遊休農地
面積

評価年度

239.3 17.0 48.0

239.3

7,656,000

交付金充当額

達成度

7,267,000

7,267,000

7,267,000

7,267,000

7,267,000

目標値

達成度

ha

%

令和２年度

成果実績

H30～R2年度総事業費
38,155,400円

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

南阿蘇村役場農政課

南阿蘇村役場農政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
農業用用排水施設改修工事請負 一般競争入札 株式会社日山建設 7,733,000円　

7,267,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
10,384,000

交付金事業に要し
た経費

8,400,000 8,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

消防用小型動力ポンプ等整備事業 八代市

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

消防用小型動力ポンプ等整備事業

住民の防災意識の普及・啓発、消防団の活動の円滑化を図り、災害による被害最小化を目指すため、
老朽化した消防用小型動力ポンプの更新を計画的に行っています。令和元年度も引き続き、消防団の
活動の円滑化等のため、小型動力ポンプの更新に交付金を充当します。
○消防用小型動力ポンプ等一式
　購入物件：小型動力ポンプ（B3級・車載）　数量：２台
　　　　　　小型動力ポンプ（B3級・台車）　数量：１台
　　　　　　小型動力ポンプ（C1級・台車）　数量：２台

平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和８年度事業開始年度

第2次八代市総合計画に基づき期間を設定事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 八代市内八幡町ほか４件

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第2次八代市総合計画（平成30年度～平成38年度）
基本目標　安全・安心・快適に暮らせるまち
１災害に強く安全・安心なまちづくり
【基本計画】◆防災意識の高揚　◆防災基盤、体制の充実　◆土砂災害防止の促進　◆洪水、浸水防除の促進　◆消防力の充実　◆危機管
理指針、計画などの整備
　老朽化した小型動力ポンプを更新することによって、住民の防災意識の普及・啓発や総合防災訓練への参加、自主防災意識の結成を促す
とともに、消防団の初動での機能を十分に発揮させ、被害の軽減を図ることで、住民の生活の利便性の向上及び地域住民の福祉の向上を目
指します。

自主防災組織率　平成28年度　82.0%　→　中間目標　令和3年度　87%以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 最終目標　令和8年度　90%以上

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　　八代市



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

八代市総務企画部危機管理課

八代市総務企画部危機管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防施設整備 指名競争入札 株式会社田原商会 10,384,000

8,400,000

7 11 5
7

達成度

8,400,000

8,400,000

8,400,000

8,400,000

8,400,000

令和２年度

H30～R2年度総事業費
57,223,600

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

平成３０年度 令和元年度

達成度

%

%

%

11

10,384,000

自主防災組織率
(%) 90

0.0%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
個
個
%

令和９年度

100.0% 100.0% 100.0%
小型動力ポンプ整備

成果実績

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事業全体完了翌年度に評価を実施

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

自主防災組織
率

5

平成３０年度 令和元年度   令和２年度 備　考

20,703,600 26,136,000

目標値



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
11,815,882

交付金事業に要し
た経費

6,000,000 6,000,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

今馬見原線道路改良工事 山都町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

今馬見原線道路改良工事

今馬見原線は、蘇陽峡周辺に位置しており、地域住民の生活道及び観光ルート（長崎鼻展望所）とし
て利用されています。しかし、一部未改良区間があること、幅員が2.5～3.5mと狭小であることか
ら、車輛の離合や大型車の通行に支障をきたしています。そのため、住民及び観光客の利便性と安全
の確保を目的として、全体事業L=686.2ｍ（1工区302.3ｍ、2工区383.9ｍ）の道路改良工事に平成20
年度から取り組んでいます。令和２年度は160.0mの改良工事に交付金を充当します。

施工延長　　　L=160.0m (W=5.00m)
掘削工　　　　　V= 1,369.3m3
路床置換工　　　V=   246.0m3
植生工 　　　　 A=   250.6m2
側溝工　        L=　 154.0m

平成２５年度 事業終了（予定）年度 令和４年度事業開始年度

事業完了に９年間を要するため。事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 山都町　長崎　地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

・第2次山都町総合計画（平成27年度～令和6年度）
  カクゴ3　山の都での暮らしを守る環境づくり
  基本方針3　社会基盤整備の促進
・山都町総合計画 実施計画編（平成30年度～令和2年度）

当路線は、蘇陽峡周辺に位置しており、地域住民の生活道及び観光ルート(長崎鼻展望所)として利用
されています。しかし幅員狭隘な区間があり車両の離合、大型車両の通行に支障をきたしています。
交通事故の危険性もあり、道路改良により改善を図り利便性の向上に努めます。

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 山都町



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

山都町役場　蘇陽支所

山都町役場　蘇陽支所

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路整備 指名競争入札 有限会社　佐藤重機建設 11,815,882

6,000,000

0

達成度

6,000,000

6,000,000

0

6,000,000

6,000,000

0

6,000,000

目標値

達成度

ｍ

%

令和２年度

成果実績

H25～R2年度総事業費
84,480,060

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

平成３０年度 令和元年度

ｍ

14.0

11,815,882

道路改良率

評価年度

11.1 14.0 13.3
11.1

12,486,792

交付金充当額

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
％
％
%

令和５年度

100.0% 100.0% 100.0%
工事進捗率

686.2

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
令和４年度完成予定のため、事業完了の次年度実施する

車輌通行における危険性の改善を行う事ができている。今後は、早期完了へ向け計画を随時見直して
いく。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

道路改良
Ｌ＝686.2ｍ

13.3

平成３０年度 令和元年度 令和2年度 備　考

9,828,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和２年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
5,324,000

交付金事業に要し
た経費

4,400,000 4,400,0001

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

消防ポンプ積載車及び小型ポ
ンプ配備事業

湯前町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は間

接交付金事業者名
交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

消防ポンプ積載車及び小型ポンプ配備事業

現在４分団３部に配備してある消防用小型ポンプ及び消防ポンプ積載車については、耐用年数を経過
しており、エンジン等に不具合が起こるなど、万が一の緊急時に不安がある。
町民の防災意識の向上・啓発、消防団の活動の円滑化を図り、災害による被害最小化を目指すため、
電源立地地域対策交付金を活用し、老朽化した消防用小型動力ポンプ及び消防ポンプ積載車を更新す
る。

〈購入物品〉
〇消防用小型動力ポンプ（B-2級　FF500）
　
〇消防ポンプ積載車（オートマ4WD、ガソリン660cc以上、最大積載0.35～2.0t、定員４名、
　　　　　　　　　　AC付）

令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 湯前町　馬場　地内

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

第５次湯前町総合計画　基本計画（後期）
（平成２８年度～平成３２年度）
第２章　水とみどりの豊かな住環境づくり
第４節　防災消防
・災害を未然に防ぎ、住民の生命・身体・財産を守るために総合的な防災体制を構築し、住民の安
全・安心な暮らしの確保に努めます。
　そのために、防災に対する住民の意識を高めるとともに、災害発生時には防災応急対策や復旧対策
が迅速・的確に行われるよう、地域ぐるみの防災対策の取り組みとその協力体制の確立を図ります。

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 湯前町



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

総務課

企画観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
消防用小型ポンプ及び消防ポンプ積載車の購入 指名競争入札 野々村ポンプ株式会社 5,324,000

1
1

達成度

4,400,000

4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等

成果目標 成果指標

令和２年度

達成度

％

％

％

定数達成率
（現団員数／
条例定数
（290人））
92％→95％

95

0.0%

評価年度

交付金事業の活動指標及
び活動実績

総事業費

活動指標
式
式
%

令和３年度

100.0%

消防用小型動力ポンプ及び消防
ポンプ積載車を配備した台数

成果実績

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標及
び成果実績 評価年度の設定理由

事業の完了が令和２年度中を予定しており、消防用小型動力ポンプ及び消防ポンプ積載車を配備した
成果の調査を令和３年度に予定している

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

定数達成率
3％増

令和２年度 備　考

5,324,000

目標値




